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西
部
公
民
館
は
２
月
４
日
（
金
）、
シ
ニ
ア
大

学
公
開
講
座
を
開
き
、
和
楽
器
奏
者
・
作
曲
家
の

木
村
俊
介
さ
ん
の
講
演
と
演
奏
会
に
72
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
日
本
各
地
の
神
楽
や
祭
礼
を
取
材

し
、
リ
ズ
ム
や
旋
律
様
式
を
取
り
入
れ
、
し
の
笛
、

津
軽
三
味
線
な
ど
で
新
し
い
音
楽
を
創
作
し
て
い

ま
す
。

　
木
村
さ
ん
は
「
明
治
時
代
、
日
本
の
伝
統
音
楽

は
西
洋
音
楽
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
急
速
に
失
わ

れ
た
。
日
本
人
の
中
に
流
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
大
切
に
」
と
話
し
、
海
外
公

演
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
楽
曲
提
供
な
ど
、
活
躍

の
様
子
か
ら
日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あおぞら
　
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
…
と
、

よ
く
耳
に
す
る
任
期
末
。
我
々
、
編

集
委
員
も
３
年
間
の
任
期
を
終
え
る

と
き
が
来
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
編
集
委
員
が
書
く

「
体
験
取
材
」、
公
民
館
行
事
を
紹
介

す
る
「
公
民
館
レ
ポ
ー
ト
」
を
柱
に
、

成
人
式
や
芸
能
祭
な
ど
の
伝
統
行
事

を
特
集
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　「
広
報
な
か
の
」
の
最
終
面
も
兼
ね
る
カ

ラ
ー
頁
で
は
、
市
民
の
投
稿
に
よ
る
季
節
の

写
真「
花
郷
」も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
６
０
０
号
記
念
号
に
全

力
を
投
じ
て
き
ま
し
た
。
発
行
さ
れ
た
も
の

を
手
に
取
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
清
々
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
期
の
委
員
は
前
任
か
ら
再
任
者
も
な
く
、

全
員
が
初
選
出
の
１
年
生
と
い
う
中
、
全
て

が
手
探
り
で
し
た
。
市
民
か
ら
励
ま
し
と
、

お
叱
り
の
言
葉
も
頂
き
、
時
に
は
、
委
員
同

士
で
活
動
内
容
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を
戦
わ
せ

な
が
ら
、
進
め
て
来
ま
し
た
。

　
自
分
の
記
事
が
中
野
市
内
全
世
帯
で
読
ま

れ
る
緊
張
感
が
あ
り
、
委
員
個
人
の
執
筆
に

よ
る
巻
頭
コ
ラ
ム
「
あ
お
ぞ
ら
」
は
３
年
経

っ
て
も
慣
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
４
公
民
館
長
の
「
季
節
の

コ
ラ
ム
」
は
じ
め
、
「
こ
ん
に
ち
は
分
館
」

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
」
な
ど
、
大
勢
の
人
に

支
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
感
謝
の
言
葉
は
尽
き

ま
せ
ん
。

　「
文
化
な
か
の
」
の
編
集
を
通
じ
、
微
力

な
が
ら
も
地
域
貢
献
で
き
た
と
信
じ
、
こ
こ

に
最
後
の
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
３
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　（
平
成
20
ー
22
年
度
編
集
委
員
一
同
よ
り
）
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～三味線の魅力を伝える木村さん～

木
村
俊
介
さ
ん

　
　
西
部
公
民
館
で
演
奏

和楽器の音色に感動

雪
上
大
合
戦

や
し
ょ
う
ま
づ
く
り 

他
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編集委員の体験取材

　
中
野
市
ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ

は
２
月
20
日
（
日
）、
永
田
小
学

校
で
「
雪
上
大
合
戦
～
白
銀
の
武

将
伝
」
を
開
い
た
。

　
雪
国
の
特
徴
を
生
か
し
て
元
気

に
屋
外
で
遊
ぼ
う
と
毎
年
、
雪
上

運
動
会
を
開
い
て
い
る
。
今
年
は

雪
合
戦
を
企
画
し
、
市
内
小
学
生

60
人
と
保
護
者
、
実
行
委
員
の
合

計
約
70
人
が
参
加
し
た
。

　
最
初
に
、
15
人
ず
つ
４
グ
ル
ー

プ
を
「
軍
団
」
と
し
、
チ
ー
ム
名

を
書
い
た
軍
団
旗
づ
く
り
で
合
戦

の
準
備
。「
嵐
」「
ス
タ
ー
チ
ー
ム
」

「JAPAN
ESE

」「
ブ
ラ
ッ
ク
ド
ラ

ゴ
ン
」
の
４
軍
団
と
個
性
あ
ふ
れ

る
旗
が
立
て
ら
れ
た
。

　
軍
団
内
で
は
総
大
将
を
中
心
に
、

学
年
別
の
体
力
差
を
補
う
た
め
に
、

低
学
年
は
雪
玉
を
投
げ
る
鉄
砲
隊
。

高
学
年
は
新
聞
紙
の
刀
を
持
っ
た

剣
士
に
な
っ
て
相
手
陣
地
の
旗
を

奪
い
合
っ
た
。
陣
地
づ
く
り
は
大

人
た
ち
も
協
力
し
、
身
を
守
る
雪

壁
、
堀
を
作
っ
て
地
面
に
緩
急
を

つ
け
る
な
ど
、
強
固
な
砦
を
築
い

た
班
も
あ
っ
た
。

　
合
戦
が
始
ま
る

と
、
籠
城
戦
や
白
兵

戦
、
遠
方
か
ら
雪
玉

で
援
護
射
撃
す
る
な

ど
、
班
ご
と
に
個
性

あ
ふ
れ
る
戦
術
で
勝

利
を
競
っ
た
。
ス
ロ

ー
ペ
ー
ス
な
に
ら
み

合
い
や
、
隙
を
つ
い

て
果
敢
に
陣
地
内

へ
攻
め
込
む
子
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
戦
い
方
に
も
個
性

と
性
格
が
よ
く
表
れ
、
周
囲
で
見

守
る
大
人
た
ち
も
楽
し
ま

せ
て
い
た
。

　
１
位
の
チ
ー
ム
は
「
天

下
一
の
軍
団
」。
２
位
は

「
伝
説
の
軍
団
」
の
称
号

を
贈
り
、
そ
れ
ぞ
れ
お
菓

子
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

１
位
の
総
大
将
は
「
征
夷

大
将
軍
で
賞
」
の
名
誉
を 

獲
得
し
、
大
き
な
拍
手
で

讃
え
ら
れ
た
。
た
く
さ
ん

旗
を
奪
っ
た
子
に
は
「
猛

将
で
賞
」
と
し
て
、
特
別

な
お
菓
子
セ
ッ
ト
で
健
闘

を
讃
え
た
。
　

雪
の
上
で
大
合
戦
～
猛
将
目
指
し
熱
戦

雪上大合戦に参加した勇敢な子どもたちなど

強固な砦で篭城戦

雪玉で応戦する低学年児童
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西
部
公
民
館

　
２
月
５
日
（
土
）
に
世
代
間
交
流
事
業

と
し
て
、
や
し
ょ
う
ま
づ
く
り
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
講
師
、
専
門
委
員
の
指
導
で
22
人
が
参

加
。
米
粉
を
練
り
ふ
か
し
た
後
、
赤
や
緑

な
ど
の
色
を
付
け
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
バ

ラ
、
ハ
ム
太
郎
な
ど
の
絵
柄
の
や
し
ょ
う

ま
を
作
り
ま
し
た
。
米
粉
を
練
っ
た
大
き

な
か
た
ま
り
が
、
形
の
整
っ
た
絵
柄
に
な

っ
た
こ
と
に
参
加
者
か
ら
驚
き
の
声
が
上

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
伝
統
食
文
化
を
次
世
代

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

やしょうまでバラ作り（西部公民館）

  
中
央
公
民
館

　
中
野
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
員
の
指
導

で
、
2
月
9
日
（
水
）、
12
日
（
土
）
に
や
し

ょ
う
ま
づ
く
り
講
座
を
開
催
し
、
両
日
で
58
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
12
日
は
親
子
が
対
象
で
、
や
し
ょ
う
ま
を
作

る
の
は
初
め
て
と
い
う
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
根
気
よ
く
生
地
を
こ
ね
た
り
、
色
を

混
ぜ
る
作
業
な
ど
は
大
人
顔
負
け
で
し
た
。

　
や
し
ょ
う
ま
は
棒
状
に
し
て
切
る
ま
で
模
様

の
出
来
栄
え
が
わ
か
ら
ず
、
切
っ
た
瞬
間
、
そ

れ
ぞ
れ
の
班
か
ら
喜
び
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
郷
土
の
味
に
ふ
れ
、
自
分
で
作
る
お
い
し
さ
、

楽
し
さ
を
感
じ
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

公民館レポート

　
豊
田
公
民
館
は
、
１
月

30
日
（
日
）
豊
田
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
信
濃

か
ら
夢
に
向
か
っ
て
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
で
４
回
目
を
迎
え
、

竜
太
郎
選
手
と
中
野
市
出

身
の
三
宅
英
幸
選
手
と
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
か
ら
始
ま

り
、
ミ
ニ
野
球
教
室
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え

る
た
め
に
努
力
し
た
日
々
の
話
、
こ
れ
か
ら
の
想
い

な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は

１
４
０
人
ほ

ど
で
、
普
段

か
ら
野
球
に

親
し
ん
で
い

る
小
中
学
生

が
中
心
で
し

た
。

　
プ
ロ
野
球

選
手
の
仲
間

入
り
す
る
子

ど
も
た
ち
が

今
後
増
え
る

こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

や
し
ょ
う
ま
を
作
ろ
う

子ども達へのメッセージ
～信濃から夢に向かって

真剣なまなざしの子ども達（中央公民館）

盛り上がったジャンケン大会

熱い想いを語る竜太郎選手

特 集
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豊
田
深
沢
区
は
、
豊

田
飯
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
北
東
、
飯
山
市

に
隣
接
し
て
い
る
区
で

す
。

　
高
社
山
を
南
に
臨
み
、

田
畑
と
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
地
で
す
。

　
冬
は
積
雪
が
多
い
で
す

が
、
と
く
に
春
の
喜
び
は

格
別
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
区
の
行
事
は
、
４
月
、

６
月
に
道
普
請
、
下
草
刈

り
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
バ
イ
パ

ス
道
路
際
か
ら
、
奥

手
山
区
の
上
ま
で
の

長
い
道
の
り
の
作
業

も
あ
り
、
か
な
り
た

い
へ
ん
で
す
が
、
作

業
後
の
地
元
の
食
堂

で
の
慰
労
会
が
楽
し

み
で
す
。

　
春
と
秋
に
は
区
の

山
王
神
社
で
お
祭
り
を
行

い
ま
す
。

　
９
月
の
秋
祭
り
で
は
、

大
祓
の
あ
と
、
各
家
庭
か

ら
持
ち
寄
っ
た
煮
し
め
を

食
べ
な
が
ら
一
杯
。
昔
か

ら
深
沢
を
見

守
り
続
け
た

こ
の
神
社
を

大
切
に
し
な

が
ら
、
愛
郷

の
心
、
相
互

扶
助
の
心
を

大
切
に
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
分
館
長 

尾
口
正
二
）

豊田深沢分館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

　
深
沢
と
い
う
ム
ラ
は
市
内
に
二
ヶ
所

あ
る
。
旧
豊
田
村
の
深
沢
を
「
豊
田
深

沢
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
位
置
は

大
字
永
江
の
北
東
、
小
さ
な
堰せ

ぎ

を
境
に

飯
山
市
と
中
野
市
に
分
れ
て
い
る
。
近

く
に
飯
山
市
の
深
沢
が
あ
る
。
ム
ラ
の

戸
数
は
現
在
七
戸
、
飯
山
街
道
よ
り
分

れ
て
奥
手
山
に
通
ず
る
道
路
の
沿
線
に

点
在
し
て
い
る
。

　
ム
ラ
の
成
立
は
よ
く
分
か
ら
な
い

が
、
お
宮
に
宝
暦
十
二
年
七
月
○
○

（
一
七
六
二
）

と
刻き

ざ

ま
れ
た
夜

燈
が
あ
る
。
こ

の
時
代
斑
尾
山
麓
に
幾
つ
か
の
新
田

（
新
し
い
ム
ラ
）
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

深
沢
も
そ
の
一
つ
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
明
治
初
期
の
長
野
県
町
村
誌
に
「
豊

津
村
深
沢
組
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

行
政
の
仕
組
が
分
か
る
。

　
史
跡
は
ム
ラ
の
南
の
台
地
に
山
城
の

跡
が
あ
る
。
城
址
は
在
地
土
豪
の
要
害

と
は
考
え
に
く
く
、
「
狼の

ろ

　し

　だ
い

煙
台
」
と
し

て
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
の
ろ

し
を
狼

お
お
か
み

の
煙け

む
り

と
書
く
、
の
ろ
し
は
狼
と

関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
狼
煙

台
は
武
田
の
も
の
か
、
上
杉
の
も
の
か

は
分
ら
な
い
。

　
次
に
ム
ラ
の
特
色
と
し
て
児
童
の
通

学
区
の
歩
み
が
あ
る
。
豊
津
村
は
明
治

二
十
二
年
豊
井
村
と
な
る
に
つ
れ
、
深

沢
の
児
童
は
新
し
く
で
き
た
硲は

さ
ま

の
豊
井

小
学
校
日ひ

向な
た

分
教
場
へ
通
学
し
て
い
る
。

時
は
流
れ
て
昭
和
十
六
年
、
学
制
は
国

民
学
校
と
な
り
、
更
に
昭
和
二
十
二
年

現
行
の
六
・
三
制
と
な
る
。
こ
の
六
・

4

4

4

4

三
制
以
前

4

4

4

4

の
深
沢
の
児
童
は
、
日
向
分

教
場
六
年
の
過
程
を
終
了
す
る
と
、
永

田
尋
常
高
等
小
学
校
の
高
等
科
へ
進
学

す
る
。

　
こ
れ
と
同
じ
ケ
ー
ス
は
、
お
隣
の
赤

坂
に
も
見
ら
れ
る
。
赤
坂
の
児
童
は
小

学
校
六
年
生
ま
で
は
、
豊
井
小
学
校
へ

通か
よ

い
、
卒
業
す
る
と
深
沢
の
児
童
と
同

じ
く
、
永
田
尋
常
高
等
小
学
校
高
等

科
へ
編
入
さ
れ
る
。
六
・
三
制
施
行
後
、

今
は
深
沢
・
赤
坂
の
児
童
は
す
べ
て
一

年
生
か
ら
永
田
小
学
校
へ
通
う
よ
う
に

な
っ
た
。
六
・
三
制
施
行
に
あ
た
り
日

向
分
教
場
は
、
日
向
分
校
と
な
り
、
更

に
昭
和
四
十
六
年
、
分
校
は
本
校
に
統

合
さ
れ
た
。

　
お
寺
の
な
い
ム
ラ
は
あ
っ
て
も
お
宮

の
な
い
ム
ラ
は
な
い
。
深
沢
に
は
山さ

ん

王お
う

社し
ゃ

が
あ
る
。
祭
神
猿さ

る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

田
彦
命
が
祀ま

つ

ら
れ

て
い
る
。
昔
は
春
祭
・
秋
祭
・
大お

お
は
ら祓
い

の
祭
り
が
あ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
頃
ま

で
秋
祭
り
は
近
く
の
深
沢
（
祭
神
八
幡

さ
ん
）
と
一い

っ
し
ょ緒
に
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
今
は
分わ

か

れ
て
九
月
下
旬
替

佐
の
風
間
神
官
の
祝の

り
と
そ
う
じ
ょ
う

詞
奏
上
に
併あ

わ

せ
参

拝
が
行
わ
れ
て
い
る
。
頭と

う

屋や

は
区
長
が

奉
仕
さ
れ
て
い
る
。
（
頭
屋
と
は
祭
を

主し
ゅ
さ
い宰
す
る
人
）

　
話
者

○
清
水
博
定
さ
ん
（
豊
田
深
沢
）

○
田
中
　
悟
さ
ん
（
赤
坂
）

　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
修
一
）

ふ
る
さ
と
の
歴
史

豊
田
深
沢
を
訪
ね
て

冬の豊田深沢地区

山王社でのお宮参りの様子
（豊田深沢分館提供）



５ 文 化 な か の /11.3

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

中
央
公
民
館

講　座　名 日　時 場  所 講  師 備　　　考

きり絵体験コーナー ４月１日（金）
午前10時～午後３時　

中央公民館
教室　　　

中野きりえの会
の皆さん

＜申込み＞不要
＜受講料＞無料
＊カッター、材料等は、用意してあります

　公民館ギャラリー　シニア大学クラブ活動の作品展 ( ちぎり絵・折り紙）

西
部
公
民
館

近世文書
（古文書）講座

＜内容＞西部地域に残る
　　　　古文書の解読

４月11日・５月９日
６月13日・７月11日
８月８日・９月12日
10月17日・11月14日
12月12日・１月16日
２月13日・３月12日
毎回月曜日全12回
　午後７時～午後８時30分

西部公民館
高井地方史研究会
         常任委員    
岩戸 貞彦　先生

＜申込み＞随時
＜受講料＞無料

豊
田
公
民
館

親子クッキング教室 ３月23日（水） 
午前9時～午後１時

豊田公民館
（集合場所) 矢沢 玉枝　先生

＜定員＞15組
＜食材費＞一人350円
＜対象者＞市内小中学生と保護者
　　　　（小中学生のみでも可）
＜持ち物＞エプロン、三角巾、タ
　　　　　ッパー
＜申込み＞３月17日（木）まで

初級英会話教室
４月5日から
毎週火曜日
  午後７時～午後９時

豊田公民館
レイニング・
デビット・
マーティン先生

＜受講料＞無料

大人の朗読会～第 1 回朗読フェスティバル　IN　NAKANO 
日頃の雑事から解放されて　朗読の世界に浸りませんか！

日　時　３月20日（日）　午後１時30分～午後３時30分（開場  午後１時）
場　所　中央公民館２階　勤労青少年ホーム集会室
内　容　向田邦子、芥川龍之介、松谷みよ子などの名作を朗読します。ぜひ、お聞き下さい。

主催　おはなしネットワーク☆NAKANO    共催　中央公民館

　平成２年４月２日～平成３年４月１日生
まれの方が対象となります。
　なお、平成23年２月１日現在で中野市
に住民登録している方を対象に３月中に案
内状をお送りします。現在、市外にお住ま
いの方で中野市成人式に出席を希望される
方は、事前に中野市中央公民館までご連絡
下さい。
　期　日　５月４日（みどりの日）
　時　間　午前９時30分　受付
　　　　　午前10時　　　開式
　会　場　市民会館ホール

中野市成人式のお知らせ
One Piece

～自分だけのパズルを完成しよう～
　毎年、ひな市に市内の書道愛好者の作品が一堂に会す
書道展です。奮ってご応募ください。
出品資格　市内在住・在勤している方、または、市内の
　　　　　書道グループに所属している方
出 品 数　１人１点まで（未発表の作品に限ります）
出品規格　●一般の部（高校生を含む）条幅半折の大き
　　　　　　さで、裏打ち仮巻き着装
　　　　　●小中学生の部　条幅半折４分の１縦長書、
　　　　　　裏打ちをしないで仮巻き着装
申 込 み　３月23日（水）まで　所定の出品申込書によ
　　　　　り中央公民館へ申込み下さい
展示期間　３月31日（木）～４月１日（金）
　　　　　午前９時～午後６時
展示会場　中央公民館　講堂

第30回 中野市民書道展



　　　公民館報『文化なかの』  特集：雪上大合戦・やしょうまづくり 他

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム

　
植
物
は
太
陽
の
光
を
か
り
て
、
空
気
中
の
二
酸

化
炭
素
と
根
か
ら
吸
収
し
た
水
を
使
っ
て
、
自
分

で
養
分
を
作
り
、
酸
素
を
は
き
出
し
ま
す
。
こ
れ

が
光
合
成
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
ご

存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
根
岸
英
一
・
米

パ
デ
ュ
ー
大
特
別
教
授
が
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
か
ら
触
媒
に
金

属
を
使
い
、
医
薬
品
な
ど
有
用
な
化
合
物
を
つ
く

り
出
す
〝
人
工
光
合
成
〟
の
実
現
を
目
指
し
、
今

年
の
初
頭
、
研
究
計
画
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
　

　
温
暖
化
防
止
に
は
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す
る
森
林
の

保
全
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
計
画
は

Ｃ
Ｏ
２
を
原
料
と
し
て
役
立
て
よ
う
と
の
狙
い
だ
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
期
実
現
に
大
き
な
期

待
を
抱
く
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
住
む
地
球
を
大

切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
守
っ
て
い
く
の
は
、

今
生
き
て
い
る
私
た
ち
だ
か
ら
。

花と季節の写真 募　  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の

花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真

に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ

も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加

工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場

所
、
花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名

希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下

さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@
city.nakano.

nagano.jp

宛　先 温
暖
化
防
止
に
ひ
か
り

冠雪／自宅（月岡尚雄） ありがとう2000型／竹原鉄橋（倉田昭平）

いち、にっ、さーん／古牧橋上流（倉田昭平） ミカン／七瀬（○小）


